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決定する最適制御の研究の一方法として，古典変分法をそのまま用いて deterministic process に対
して最適制御を計算する手法とその性質について考察する。
本論文の各章の内容は，次のとおりである。










第 5 章 最適サンフ。ノレ値制御系
むだ時間を含む不連続系の一例として， サンプノレ値系を対象として， その最適解の基礎方程式を
求める。最短時間系に対して，一意性の成立しない乙とを示す。

























第 5 章は，第 3 章の手法を不連続制御系に拡張して，サンフ。jレ値制御系の最適制御について述べた
ものである。まず，この場合の最適操作量を決定する基礎式を求め，ついで，乙れを用いて一入力サ
ンフ。ノレ値制御系，最短時間制御系について検討している。









第 8 章は結論で，以上の研究結果をまとめたものである o
工業プロセスの最適制御の問題は，プロセス本来の目的を満足する最も適切な制御入力を決定しよ
うとするもので， 制御系の初期の設計手法を脱皮するものとして注目されている。現在， 動的計画
法，各種の傾斜探索法，最大原理，変分法が，従来の制御の概念と融和して新しい制御理論が作られ
ているが，それらの一般的な解法は必ずしも容易ではない口
著者の研究は，一般化したプロセスの最適制御を変分法によって解明したもので，例えば不連続な
評価関数に対して，プロセスを最適化する手法を導いて，乙れをサンフ。ル値制御系の最適化に応用
し，あるいは，近似解法とその計算誤差を検討し，さらに，傾斜探索法を拡張して関数空間内の評価
関数の最急傾斜法を提案している口これらは工学的な立場で，数学的な厳密さを必要以上に損うこと
なく，最適操作量を決定するもので，計算機制御に有効な手法を開発したものということができる。
以上のように本論文は制御工学ならびに工業上，貴重な手法を提供したもので，博士論文として十
分価値あるものと認める口
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